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ド
と
表裏のもので
は
ない
かとさ
え
見せレ
め的
議
事日
本近
海一
円

第

考えている。

へ
の海
車一
力
の診滋
に
よ
っ
て、
まさ

日

「
対外
硬」
的
視
点かFり
すれば、
に
砲艦
外
交まがい
の
ブラフ
をか
け

弓

今回は、
たしかに「
理
念な
さ外
交
てき
てい
たのであ
る。

マ年

の破
綻」
で
あっ
たろ
う。
だ
が、
い

だが、
こ
の
よ
うなソ
速の
対臼
プ

則
一一凶の外交能力が、
今日ほど死
ま少し冷静に
事態を
見つめたと
ラフ外交にはやはり限界があった

間

程
豪
雪つ時
代はない
ので
き、
ソ
迭のやり
方は
た
しかに
え
げ
し、
わが
国もそれに
屈レなかっ
た

f一
はな
か
ろ
うか。
今
副の
日
ソ
焚
渉苧
つなかっ
たかも
しれ
ない
が、
そ
の
ことに
よっ
て、
ソ
連側
の「魚」
と

一
目撃
）て
多
くの人
び
とは、
そ
のこ
手の
うち
が、
ガ
ラス
張
りですっ
か
「領土」
のリン
ケ
ージ戦
略は裏
目

｝
とを
強
く
感じた
に
ち
が
いない。
そ
り
さら
けだされ
たという
点
では、

に
出た
のであ
る。

一
し
て、
すでに
多
く
の
指摘があ
る
よ
き
わめて健
康的で
も
あっ
た
し、
日

と
れに
たい
して
わ
が
閣は、
ソ
連

一
うに、
戦
後の日
本にお
い
て、
国民
本外
交は破
綻どこ
ろか敗
北し
たと
の一
方的
攻勢に押
されっ
ぱな
しの

一
が
今
回ほ
ど一
致し
てバy
クアy
ブ
もい
えないの
で
はなかろ
うか。
私

ょ
うであ
りながら、
結果的に
は、
E
まっ
たこ
とに
くらべ
れば、
はるか
フ
ラン
シ
ス
コ
会
議で南千島
と北
干
来
の問題も
含%
で、
広く東ア
ジア
を
多
元的に展
開
するこ
とこそ、
い
中
派」
に
忽
って
レ
まっ
て
いる
ので

k
τた
外夜
交
渉はな
かっ
た
といっ
は逆に、
一見、
終始、
攻
勢
的で
あ
日
ソ
の外
交関
係の
な
かに
「領土」

に多くの
ア
ドパ
ンテ
l
ジ
を
得
たと
島の
歴
史的経
緯に
ふれ、
その
と
き
全体の
安
全
保障の問
題
のなかに
こ
ずれに
せ
よ裸で
国際
化時
代
辛抱
わ
あ
るo
最
近
中
国を
訪れた
A紙
社長

一
て
よい。
政府も
国民
ト、
マ
スコ
ミ
っ
たソ
速の万にこ
そ、大
さな誤
解
壱今日
ほ
ど色滋く
定
治させた
こ
と
い
えよ
う。
福
田
外
交の「い
ぶし
銀
エ
トロ
フ
（択
挺）
、
クナシ
リ（
国
そ
存
する
こと
を一討議す
べ
きであ
ねば
なら
はい
わ
が
国の
安全
保
障と
の立
事r句、

先頃
の牡会
主同中国
の

一
も
世
論も、
与党も
野党も、
得レく

生
得
の戦略な
ので
は忽か
ろ
うか。

立場も
同

様であっ
た。

一
ソ
連の
や
り
方に
憤
慨し、
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ぶ
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喜
怒
拘
諜
Jq
総
議
選
議
川
それ
な
のに、
一
部には、

霊の反

しか
レ、
対ソ強
硬外
交の裏
返
レ

一
たo
こ
う
した潮流
を「
警
と
わ

ら

輔
署
舞
聾
謹
舗
撞
議
購

陸

線機
襲
撃
欝
州
ソ
震を
テコ
に、
こ
の際、
一挙に
と
レ
ての
こ
うレ
茶

室
外
交
は

有一
あが
る
ネ
オ・
ナシ
ョナリ
ズム」
と

川

璽’
詣持論畠
Z
量盛BM
当
轟

ー

ミ蓬＼警護

川
中
国
主
義
レ、
懸
案の日
中
平
和
友
ソ速
の傍
若
無人
宣

言にた
い

論一
賢
官
店
長川

騨
酷

監
暫
監
瞳
酔
艦
購

嶺
いプ

主
T
麟
山
門前U
HU
U
主
流
域対
話

一
っ
た
サ
ケ・
マ
ス
漁
歯が
一
斉に白

川

、

嶋

論饗終ムドー鐘額縁
酬
し
ようで
はない
か
といっ
た
短
室

長件
反射的な
対
等
しかな
く、

哀
を
そ
て北革
命ラ
雲が
新向
日

唱
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3石油聾麗麗聾
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策アジアの一角において、
アゾア

一
や
テ
レピで
報
ぎれた

3引
川

H
危
険
な
岐
路
に
立
つ
日
本
外
交
H

；
F
還
さ－
f
f
；

是

正
去る
指導力と
レての

言

言一
の
国民は
拍手
喝采
し
た｝」とだろ

州

総際議議
愛芝
送受
附
され
る

が
きべ
き
外
交選択
とレ
て
はあ
ま

一

し
かも、
日
ソ
関
係が
こ
の
さつに

一
う。
だ
が、
私自身
は、
そ
の勇
繁か

りにも
古くさい
危険
な選択
だ
とい

一

，

ホッ
ト
な
時期に、
一
挙に
日
中関
係

一
ら、
子
供心に
記憶
のある
真
珠
湾攻
と破綻
があっ
た
よう
草刈が
す
る。
はな
かっ
た、
とい
う怠味
で、
大
き
の味わい」
が
よ高
石く
出て
き
た
の
後）
可烏
こ
もそれ
忽りこ三
長
し
て
り、
北
￥漁
誇L依
存
し
すぎ
てい
る

わ
ねば
忽ら
な
い。
われわれ
に
と
っ

一

l
）

f

t
j

z

議
似レて、
ツ速に
君主
2いっ

一
耀へ
の出球
場耐
を道組閣
してし
まっ

な
収機を
得たとい
えよ
う。

か
もし
れない。

い
る
と
Uう経過
ののちに
五六
年
の
わ
カ国の
食
康次
略（
た
んま／
員
E

ては、
い
き」そ
採軟で
迂
回的な
ソ

－

T

b

た
発想が、
一
部
の野
党なら
い
ざし

一
た。

「
い
ぶ
し
銀
の
味
」
・

つまり、
ソ
速
の側
の
「
色
と

日
ソ
共
同
喜一百
があ
り、
そ
して、
わ

き
の
長
重
量建
て（
たと
えば

フ
ト・
ウェ
アの
外
交戦
略の
な
か

一
もと
よ
り、
自の日
ソ交
渉
章

＼

：

「領土」
のリン
？
ジ戦
略に
たい

問
題
の
整
理
と
交

が
国
が
第二
次世界
大戦
の敗戦
唱で

オース
ト
ラリアや一一
ニl
γlラン
ら
ず、

李の外
務省
OBなどにも
に、
わ
が
閣の
長
期的な
審
議
略

一
てい
た
国民
は、
手をか
え品
をか
え

が
出
T
福
田
外
交

し
てわ
が
国は、
技術的ない
し
は戦

あ
り、
ソ
速は
ヤル
タ
の密
約を
長
ドから
の
食
肉輸
入
の問
題
を
脳
内の

見ら
れ
る
のであ
る。
先日も
中
国
の

責出し
て
ゆか
ねば
なら
ないの
で一

一
て
攻
勢に
出る
ソ
速の
理
不
尽な態度

術
的に
は
漁業
交
渉に
管、
従
つ

渉
台
本
が
欲
し
い

か
ゆすべ
て
寄
与、
わ
ずか一
道
圧力団
体
を説いて早
急
解
決する
こ

招待で
訪中
したあ
る
列
務省
OB
あ
る。

←

一
に
怒り、
同
時に、
刷
業
不
顎
先見

まず
第一
に
ソ
連耐火寸
回
の
漁
業父
て、
表一間的に
は良一杯世間主
導胞
の
ボ

閣
の戦
協で一
環
でも
讐
茨大戦一
の
と
は、
食
糧戦協の
？えからも、
対
は、
挙
国鋒体
制の中国が
良い
こと

軍
国な戦
時
教育へ
の議
定
凝一

一
位の
な
いわ
が国政
府

の足場に
苛立
沙がた
んに
日ソ
関
係

に時有
の懸策
lズをとっ
て
「魚
」
と
「領
土」
を

だが、
そ
うで
あれ
ば
こ
そ、

問也
勝
利
者
となっ
た
以上、
い
ま
なお
ソ
交渉にそなF3
Q長
期
の外
交戦
略

づくめ
であ
る
か
の
よう
に
伊かれ
つ

り
闘まっ
てい
た

前文部官
僚
が、
一

一
っ
た
こと
だ
ろ
う。
あ
る
経
済
雑誌
であ
るの
みなら
ず、一一DO
カ
イ
リ

あくまでも
分離
し
ながら、
外
交的

はこれ
から
の
対ソ
安
企
かかっ
て

「北
万四
島を
筆」
というのはv

のうえから
も、

旦詣係
の
強
化に

ばなしで、
そ
の
うえソ
速の「潮時惜

「毛沢東
思想」
に
よる
集団
主
議毅一

一
は、
「趨
念な
さ二OOカ
イ
リ
外交
、海洋時代へ
の移行
とい
うグロ
iパ
な
い
しは戦
略的
には、
「魚」
と
い
るo
そ
し
て、
北
方制限
式返
還
要
求
実際には
偽
善的
で
あるか
少な
く
と
よる
わが
国のアジア・
太
平
拝外
交
主
義」
を
激し
く
非難
レて、
日中
平

宥に
感
動レ
て
す
っかり
「親
中」
に一

一
の破
綻」
と
銘打っ
た語
文を
早速掲

ル
な国際
環涜
を官
崇にして
いた
こ
「
領
土1一
とはあく
ま
でも一
体で
あ
を
二
億火
の玉一となっ
て
叫
ぴコ
も
非
現
実的であ
り、
日
ソ
関係
の安

の増迄
と
いう
点から
も
緊要で
あ
和
友好
条
約の早
期
締結
を訴え
てい
なっ
て
しまっ
た
の
と同様「
反ソ’一
一

一
げてい
た。
そ
し
て、
多
くの
新
聞
とに勢い
を
得て、
徹底
し
た対日
プ
るとい
う
結果
を
引き
出し、
問
題
の
と
ぶし
をふり
あげ
て
怒っ
てみた
と

定ひい
ては
ア
γア
の平和
を
妥まな
る＼
同時に、
チι
メニ
油聞
を
中心
た
が、
この
よ
うな
態度の
な
かに
タカ
派
の
前外
務
官僚
が
中
国を
天
国一

間一
倫
理、
ソ速の
強
硬な
態度の
まえ
ラフ
（威
嚇）
外
交に
定。
その
ブ

解
決は外
務省の
もと
で
の
将来の日

三で、
残念
ながら、
領土は
返
っ
い
者の』
主で
ある
か、
ために
する
と
する
シベ
リア開
発へ
の参
加
を、

は、
中国が
な
ぜ
現
震で日
本
の一

の
よ
うに
義レ
て「
親中」
になる
一

町一
で、
な
す
すべ
を知ら
ない
日
本外
交
ラフは、
「
魚」
と
「
重一
をリ
ン
ソ
外
交
交渉に
よっ
てレ
か
ぎれ
は
てこ
ない
の
であ
る。
方
議
憲

法戦術
であ
る
か
包ちらかで
あ
あ
えてア
メリ
カぬ
きで
も
震
思

議
毒
襲
警
これ
ほ
議
長
とい
うわ
が国
民の一
部に
固有な
哲一

三
をな
じりな
がりも、
国
一民感
情
を大
ケー
ジ
させて、一押
せ
押
せ
で
くれ

い
ことを
明白
にさ
せた
の
で
ある。
アジア

の填代史に
とっ
て、
い
かに
ろう
。
この辺
の
問題

の蕗頭一
ま
ず

再
検討
し、
そ
のこ
とに
よっ
て逆
に

持する
のか、
圏
内的に
は
北
京
政
変
神
構
造から
の訣別と、
それら
の時
一

炉一
い
に
昂ぶら
せた
ので
あ
る。

ば、
「魚
」
の
確
保とい
2hmで
背に
こ
の
点で
日
本
外交は
大きな
得点を

同
組の多いも
の
であ
り、
日
ソ中
立
必
要
であり、
そ
の
？えで
わ
が
国

ツ連の
対日
依仔変
を
高める
な
どの
以
来
八
ゴ丹、
い
か
は
る
組織
的・

代錯
誤的
な守一請
に
まど
わ
されな
い一

昨
一
そこ
に
ご
億火の
玉」
のよ
うな

腹をか
えられ
な
い
日
本が「
領土」

お録し
た
ので
あっ
た。

条
約を←
方的に破っ
て
対
日
参戦一レ
は、
対ソ
交渉のシ
ナ
リオ
をい
くつ

多角
的な
構鐸示布一刻か
つ
必
要
であ
制
度
的認
知
を
もい
まだ
に
受
けてい
だ
けの醒
め
た
国際
感
覚の溜
養
こそ一

間一
片
鱗が
見ら
れ
た
こ
とも

妻
であ
で
後
退
するか、
あ
わ
よくば
あ
きら

少
なく
とも、
一
九
主
義、
当
た
ソ一庄
がい
かに
伝
言
霊相
手で
か
響い
てみな
けれ
ばなら
ない。

ろ
う。

a

訳
書
霊
祭、

在
日
中平和
が、
わ
が
国
の
将来に
と
っては
必
要一

昭
一り、
大衆の情絡
を
か
きたてて
燦
巡
め
る
で
あ
ろ
うとい
うも
の
で
あっ

昨
の
田
中首相が
大み
えを
切っ
て
あった
にせ
よ、
わ
が闘
が
終戦
時
に

そのよ
うなシ
ナリオな
く
し
て
ζ

－

友
貯条
約
を品川
ぐ
のか
といっ
た
点へ
な
の
であ
る。

一

3する「
対
外
里
会のパタ
ーン
と
た。
だ
が
ソ速
は、

5レ
た外
交
交

請
さ
を
ぶり
さげて
訪ソ
レ、
プ

ポツ
ダム
塞吾
妻
号、
さら
に
サ
ぷレ
室りあ
げてい
る
だけでは、

醒
め
た
国
際
的
感

の
分
析が
欠
け
て
い
るば
か
り
か、
ア

貧
豪語
文学
警
二

口
一同
じ
も
のが
あっ
た｝」
とも
否め
な
渉『「
む
プラ
フ
に
とど
ま
ら
ず、
レば

レ
ジネフ書記長に
よ
ってひど
た
ま

ウヴ－ワ
ψウ況
淳和条

約で
千日開
を
もは
や外交で
控
訴。
そ
の
場
合、

覚
の
動
養
が
必
要

ジア
の将
来
や日ソ
関
係
の
将来へ
の

一

ぃ。
私は
どこ
か、
数
年ま
え
のふ

つ
らく以
前から
二ニカ
イリ
すれす
れ
りも
な
く
ク
レ
ムリンの
壁に
たた
き
連
合国に
たい
し
て佼
棄し、
そ
のつ
問題は
たん
に
お方議
土間窪だ
け
で

ー

蚕
室も
な
く、
知ら
ず
か
知っ
て
か
い

一

てわい
た
さつな
「日
中
友好」
ムー
も
しく
は寸
の
内側で
のソ
連
漁船の

っけられ、
焼
時に
して
玉砕
して
し
え
当時の直
回首相（
全権）
がサ
ン
なく、
朝祭
半
島
の蒋
来
や
台皆一一
の
符

こ
うし
て
徹底
的に
信か
れ
た外
交
まや完
全に
主
体
性を欠
如し
た
「相官

．

ソ
連
の
方
こ
そ
大

き
な
誤
解
と
破
綻
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